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『イリアス』第6巻におけるヘクトールと

アンドロマケーの別れの場面について

-ドライデンとポープの英訳を中心に-

高谷修

ヨーロッパ文学におけるホメロスの再発見は、14世紀のイタリアにおいて

人文主義者であるポッカッチョ(GiovanniBoccaccio,?1313-75)やペト

ラルカ(FrancescoPetrarca,1304-74)がホメロスを読んだことに始まると

言われる1。彼らが読んだテキストは実際にはギリシア語の原典ではなく、

LeontiusPilatusによるホメロスのラテン語訳であったようであるが、とも

あれ彼らによってホメロスが注目される`ようになったことは否定できない事実

である。しかし、その後ルネサンス期の文学的な嗜好はホメロスよりもウェル

ギリウスに向ったため、概してホメロスの評価は低調であったようである。し

かしながら、そのような情勢の下にあって、エラスムス(Desiderius

Erasmus,1466-1536)はホメロスの文学的な特質を評価した数少ない批評家

の一人であった。そして彼は『イリアス』第6巻におけるヘクトールとアンド

ロマケーの別れの場面を賞賛している2。

イギリスにおけるホメロスの受容は、実質的にチャップマン(George

1PaulHammond&DavidHopkins,eds.,TheR)emSqfノohnD叩den(Long一

manAnnotatedEnglishPoets,2000),VOl.4,1693-1696,313.

2Iiammond&Hopkins313.
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Chapman,C.1560r1634)に始まると言ってよいであろう。彼はまず1598年

に『イリアス』訳を分冊形式で発表しはじめ、1611年にはそれらを纏めて出

版した。また後には『オデュッセイア』も完成させた。このチャップマン訳を

後にジョン・キーツ(JohnKeats,1795-1821)が読み、感動のあまりに有名

なソネットを書いたことはよく知られている。チャップマン以後17世紀には

幾多の詩人がホメロス翻訳に手を染めることになるのであるが、その中には

ジョン・オウグルビー(JohnOgilby,1600T1676)やジョン・ドラインデン

(JohnDryden,1631-1700)などがいる。

しかしながら、それらのホメロス訳は、もとより一様ではない。原典は一つ

であっても、訳者の文学的な嗜好と翻訳に対する考え方によって、多様な翻訳

になっている。本論文では、エラスムスが称揚した『イリアス』第6巻におけ

るヘクトールとアンドロマケーの別れの場面について3、ジョン・ドライデン

とアレクサンダー・ポープ(AlexanderPope,1688L1744)による英訳を取

り上げ、両者をホメロスの原典と比較・検討する中で、それぞれの英訳の特徴

を考察することを試みたい。まず、ホメロスの原典においてヘクトールとアン

ドロマケーの像はどのように措かれているかを検証し、次にドライデンやポー

プの訳においては、それがどのように英語に移されているか、または改変され

ているか、を考察することとしたい。

さて、ホメロス『イリアス』第6巻におけるヘクトールとアンドロマケーの

3キリコに「ヘクトールとアンドロマケーの別れ」をテーマにした絵がある。それ

は現在、倉敷の大原美術館に収蔵されている。人物は過度にデフォルメされている

が、ほのぼのとした別れのイメージが漂う。Cf.大原美術館編『図録大原美術

館』(平凡社1981)。図録42GiorgioChirico(1888-1978),"PartingofHector

andAndromaque"(OilonCanvas,118×74cm,1918)参照。
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像を考察するに際して、まずアンドロマケー像から始め、次にヘクトール像を

考えたい。第6巻の概要は以下の通りである。最初にトロイア城外の戦場の様

子が措写される。日下のところ、戦況はトロイア側にとって不利な状況にある。

トロイアの勇将ヘクトールは、一旦戦場から城内に戻る。その時、スカイア門

と樹の木のところで、トロイアの妻達や娘達が彼の所に駆け寄って来て、夫や

息子や肉親の消息を尋ねる。このような者達を彼は宥め、神々に祈りを捧げる

ように命じる。そして、プリアモスの屋敷に戻る。そこで母へキュバーはヘク

トールにゼウスにお神酒を捧げ、そして彼自身もそれを飲むように薦めるが、

ヘクトールはその申し出を断り、母にアテーネーの御社に詣でて、神々に犠牲

と祈りを捧げるように言う。そして、彼はアレクサンドロス(パリスのこと)

の屋敷に赴き、戦場に出陣するように侮辱的な言葉で彼を叱咤する。へレネー

は、そのようなヘクトールに優しい言葉で自責の念を述べる。

そして、ヘクトールは自分の屋敷に戻るのである。すると妻のアンドロマ

ケーは不在である。その場面は以下のように描写されている。

α郎α∂'g寵`β'旋αン5∂∂〃OUge∂レαはTd0リⅦゞ,

od∂'どわ''Aレ∂β0〃触りレ入eu泥ゐAEレ0レん〝eγ軸0〃刀γ,

d最雄押印レ万α清元α摘〝直方袖ゐ痛打伊

方毎γ㊥ど如け碕花e`γ0∂のC戒詑〟岬叩菖叩花.4

370

JJiαd,Ⅵ,370-373.(下線は筆者)

4テキストはATMurray.ed.,Homer,TheIliad,(WilliamHeinemann,&Har-

vardUP.,1954.)を使用した。またコメンタリーについては、G.S.Kirk,ed.,The

Iliad:ACommentary,VOl.II,books5-8(CambridgeUP.,1990)やD.B.

Monro,ed.,Homerllliad,booksIm(0Ⅹford:ClarendonPress,5thed,1924)

やKarlFriedrichAmeis,edり餓)merSIlias(Leipzig:DruckundVerlagvon

B.G.Teubner,1900),ThomasKercheverArnold,ed.,Homerゝmad(London:

Rivingtons,1873),M.M.Willcock,ed.,HomerIliad,_トⅩ〝(BristoIClassical

Press,1978)などを参照した。
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(直ぐに、その後で彼は構えも立派な自分の屋敷に戻った。しかし、白い

腕のアンドロマケーを大広間に見出すことはなかった。彼女は、子供と美

しい着物を着た侍女と共に、物見の櫓に行っていたのだ、嘆き泣きながら、

涙をこぼしながらである。)

韻律は言うまでもなく、叙事詩の韻律である長短短6歩格ダクテユリコス・

へクサメトロスdactylicoshexametrosが使われている。この部分において、

ヘクトールの妻アンドロマケーは「白い腕の」AeU尤ゐえeン0gと形容されている。

この単語は所謂エビテトンepitheton(英語epithet)枕詞であると解される

が、ともあれこの単語は、一般にはゼウスの妻へ-ラーに用いられる枕詞であ

り、それがアンドロマケ一に用いられていることは、彼女の高貴さが強調され

ているといえよう5。(これについては後述する。)

この部分の描写から解ることは、アンドロマケーが、戦いの様子を見るため

に物見の櫓の上に出かけていること、そして彼女がかなりの興奮状態にあるこ

とである。彼女はγ06の化であり、〃岬q〝菖岬と形容されている。両方の単語

ともに分詞であり、どちらも同じような意味を表している。つまり彼女は「涙

を流し」「涙にくれている」のである。この表現は、一見すると二詞一意的

(hendiadys)な表現と考えられなくはないようにも思われるのだが、やはり

まずは強調の表現であることを確認したい。また、この部分の描写は、侍女の

台詞ではなく地の文章であるから、読者(聴衆)は、近代小説におけるような

5『イリアス』においては、このエビテトンは専らゼウスの后へ-ラーに用いられ

ている。コンコーダンスに拠れば、『イリアス』全体で26回使われている。そのう

ち23回へ-ラーに使われており、残りの3回がアンドロマケ一に使われている。

しかも、その3回は全て第6巻のヘクトールとの別れの場面において使われている

ことを考えれば、いかにホメロスがアンドロマケーを高貴な人物としているかとい

うことが推し量られよう。Cf.GuyLushingtonPrendergast,ed.,AComPlete

ConcordancetotheIliadqfHomer,neWeditioncompletelyrevisedand

enlargedbyBenedettoMarzullo(GeorgOlmsVerlagsbuchhandlung

Hildesheim,1962)247.
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語り手の信頼性を問題にする必要はないと言ってよいであろう。

この後に、ヘクトールは侍女達に、アンドロマケーは何処に行ったかと尋ね

る。自分の姉妹達の処か、または弟嫁の処か、またはアテーネーの社へ出かけ

て他の婦人連とお祈りをしているのか、と尋ねる。すると侍女の一人が、ヘク

トールと殆ど同じ言い回しで、ヘクトールが述べたような場所にではなく、彼

女が物見の櫓へ出かけたことを知らせる。

つまるところ、アンドロマケーはトロイア側の戦況の不利を聞き、子供を乳

母に抱かせて大急ぎで物見の櫓に駆けつけたのであった。その部分は次のよう

に語られている。彼女の精神状態が平静ではないことは次の表現からも看取で

きるのである。

dAA'滋方毎70レ即行〝わαレ'I最ou,0ye虎悠〟OUOE

TeわとαβαfTpdα官,〝菖γα厳仰dTOgeんα`'Aズα`ゐレ.

机ly∂わp毎TEな0g花苫押〃均軸花血e乙,

〟α若レ0〃均沈む細.軸e〈∂'海α和露α現βか叩.

JJiαd,Ⅵ,386-389.(下線は筆者)

(イーリオスの大きな城壁の上に彼女は行っていました、というのも、ト

ロイア側に戦況は不利であり、赫々たる勝利がアカイア[ギリシア]側に

あることを、彼女が聞いたからです。彼女は城壁の方へ駆けつけていたが、

あたかも気の狂った女のようでした。彼女とともに乳母が子供を伴ってい

ました。)

このような言葉を侍女はヘクトールに語る。この言葉は侍女の判断である、

とも言えようが、しかし古代の叙事詩においては、近代小説の語り手とは違い、

語り手の信頼性は問題にはならないと言えよう。つまりこの場面においても侍

女は真実を語っている、と理解してなんら問題は無いと思われるのである。そ

して、ここではアンドロマケーの精神状態が、到底平静ではないことが、より

明らかとなっているのである。〟αル叩屋レ花と決り蝕とは直訳すれば「気の狂った
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女のように見えた」となるだろう。〃α仙叩血㍗は分詞の女性形与格であり

由り短はアッティカ方言ではeo肌血池であり、意味は「～のように見える」で

ある。「狂った女のように見えた」という表現を厳密に解釈すれば、彼女は

狂っているのではなく、ただそのように「見えた」だけであると言うことも出

来よう。しかし、狂っていると見えるほどにアンドロマケーが取り乱し周章狼

狽していることは、否定のしょうがない。アンドロマケーは現在、そのような

状態にあるのである。

そのような彼女に、ヘクトールはスカイア門のところで、出会うのである。

その様は次のように描かれている。

eTe方温αゞ旋αンど∂`印ズ軸eレOg〝菖γαあてひ

∑〟α`dg,礪(わ'海ど最ど∂ほ紬eレα方と∂0レ飴,

gレβ'doズ0郡舶∂叫OSンα減れ綿飴鎚のm

'Alノ軸哩承研,βUγdTW〝57Ⅶ絹で叩Og'He虎のレ0g,395

1比呟Ⅵ,392-395.(下線は筆者)

(そして、大きな街を通って彼は門までやって来た時に、その門とはスカ

イア門であり、その門を通って彼は戦場へと出て行くのであるが6、そこ

で、多くの持参金を持って嫁いで来た妻が面と向って、走ってやって来た

のだが、それはアンドロマケーであり、高邁なェーエティオーンの娘で

あった。)

ここでホメロスは、まずそのスカイア門のところへ、「持参金も豊かに嫁い

できた妻が、面前へと走ってやって来た」と書く。この方0ス∂∂叫)0g「持参金

6J上喜入えび+不定詞の解釈ついては、M.M.Willcok氏のように、「その門を通り、

ヘクトールは出撃しようとしていたのだが」という理解も可能であるようだ。Cf.

M.M.Willcok,ed.,WithIntroductionandCommentary:Homerlliad,Zm,
(BristoIClassicalPress,1996),248.しかし、ここでは松平千秋氏の翻訳のよう

に、「いずれ彼が戦場に向う通路となるスカイア門」のように理解したい。Cf.『イ

リアス』岩波文庫上巻、201頁。
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も豊かに嫁いできた」というエビテトンは、単なる枕詞であって意味はない、

と考える向きもあるかもしれないが、ここでは意味を持っェピテトンとして考

えたい。その理由の一つは、飾りの言葉として、つまり枕言妻として用いられ

ていると考えるよりも、実質的な意味を込めて使われていると考えた方が好ま

しいと思われるからである。(この理由については後述する。)彼女の属性を物

語るものとして用いられていると思われるのである。そのようなアンドロマ

ケーが彼の面前へ、しかも走って、やって来るのである。この描写から彼女の

狼狽ぶりが見て取れるのである。

ホメロスはアンドロマケ一について、まず「妻が、豊かな持参金を持って嫁

いで来た者だが、ヘクトールの面前へと、やって来たのだ、しかも走って」と

述べる。次いでその妻とはアンドロマケーで、彼女は高邁なェーエティオーン

王の娘だと語るのである。この部分の語川かこ注目したい。つまり「豊かな持参

金を持って嫁いで来た」というアンドロマケーの一面が読者に強く印象付けら

れることになる、と言ってよいであろう。上記の引用に続いて、エーエティ

オーンの説明がなされる。気象の大きなエーエティオーンは、以前は茂った森

に蔽われたプラコス山の麓にある、プラコスの下のテーベ一に住んでおり、キ

リキア人の王であった。そして心宥い王であるとされている。アンドロマケー

はその娘であり、ヘクトールの許に嫁いで来た。ここでも、彼女の高貴さ、家

柄の良さが再び語られている。

そのような妻アンドロマケーが涙にくれてスカイア門の所まで駆けつけて来

た。彼女の後には乳母が子供を抱いていた。ヘクトールはこのような3人と出

会うのであるが、その場面は次のように描かれている。

す

乃石0再〝レ〃ど猫叩どレおゐレな行α搭ααの町7.

'Aリ軸0〃触り壷0fdm`mβわ甜印&i仰UがOUm,405

みて'ゐα0郎ズe〆方OT'如了みcT'ゐ軸α缶.

"∂α`〟∂レほ,卵Zαとロだて∂ぴ∂レ〃丘リ0官,OJ∂'g人とαわe相

方α硲d徒均戒αズ0レ凡α古海'd〝〟0/〕鋤誹埼脚戒仰
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0号良和〃α.感ズα〆わ0ど片α刀間myOUαレ'AXα`OJ

虚脱珂勾毎抑畑如即. 410

〟iαd,Ⅵ,404-410.(下線は筆者)

この部分を訳してみれば、一応は次のようになるであろう。(その時、彼は

子供を見て静かに微笑んだ。アンドロマケーは彼の傍で涙を流して立っていた。

そこでしっかりと彼の手を握り、言葉をかけ語りかけた。「夫よ、貴方の勇ま

しさが貴方を滅ぼすでしょう。貴方は頑是無い子供も、私のことも不幸せなこ

とに、哀れんではくださらない。私は直ぐに貴方の未亡人になるでしょう。と

いうのも、すぐにアカイア人達が貴方を殺すでしょうから。」)しかし、問題は

アンドロマケーがこのような訳文に相応しいような態度を示しているかどうか

である。彼女の態度や言葉は上のような訳文に相応しいものであろうか?以

上のような訳文とは、また異なる解釈の可能性もあるのではなかろうか、その

点は詳しく検証するに値するように思われる。

まず、思い出さなければならないことは、彼女は物見の櫓に駆けつけた時点

で、かなり興奮し泣き嘆き涙にくれていたことである。そして、気の狂った女

性のように見えたことである。彼女の精神状態は決して平常の状態ではありえ

ない。その点を忘れてはならない。その彼女は夫に駆け寄り、夫の手をとり、

「言葉をかけ語りかけた」のである。7'鋤αで'視て'∂リ毎α舘に見られる二つの

動詞はほぼ同じことを表現している。(揮αT'祝は分離動詞)。これは同じ行為

の二詞一意的な(hendiadys)表現とも解されるが、しかし強調であることに

変わりはない。つまり、ここでは興奮状態にあるアンドロマケーが、必死に夫

に語りかけたことが強調されていると解するのが妥当であると思われるのであ

る。心の平静を失い、必死の思いで夫に訴えかける妻こそがアンドロマケーな

のである。その彼女が、以下に見るように、夫に出陣しないでくれ、と哀訴す

るのである。そして、またある時は夫を詰っている様子も垣間見えるのである。

そのような状態にあることを勘案すれば、上に掲げた訳文よりは、彼女の狼狽

ぶり、また哀訴の様子が反映されるような訳文こそが、原文の意図を忠実に移
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し変えていることになるであろう。夫を語り語間するような調子こそが、この

場面の雰囲気であろう。であれば、そのようなニュアンスを訳文は反映しなけ

ればならないと言えよう。

以上のように考えれば、この場面の雰囲気は次のようなものとなるであろう。

夫よ、とアンドロマケーは「言糞をかけ語りかけ」始める。次に「貴方の勇ま

しさが貴方を滅ぼすでしょう」というが、この言葉のニュアンスは寧ろ、「そ

んなに孤軍奮闘していては直ぐに、殺されてしまいますよ」というくらいであ

ろう。続いて「貴方は頑是無い子供にも、私のことも不幸せなことに、哀れん

ではくださらない」と言うが、「貴方なんか、子供のことも私のことも、(私っ

て可愛そうだわ)全然構ってくれないのだから」のように寧ろ詰問の言葉とし

て理解する方が妥当であろう。そして、「貴方が構ってくれない私は直ぐに貴

方の未亡人になってしまうでしょう、ええ、直ぐにね。というのも、貴方なん

かギリシア人が直ぐに殺してしまうでしょうから」という調子で夫を語り詰問

していると理解する方がより合理的であると言えよう。そのように考えれば、

彼女の最初の言葉もまた違った意味を含んでいるように恩われるのである。ま

ず「夫よ」∂α埴血聡(呼格)と呼びかける。この単語∂α毎のレはここでは「夫」

という意味で使われていることに疑いはない。しかし、彼女の言葉を以上のよ

うな文脈で再考してみる時、また違った意味が浮かび上がってくるように患わ

れる。すなわち、∂α毎のりの第-の意味は「神のような」ということである。

そうすると、ここでアンドロマケーはこの単語の元来の意味をも含めて使って

いるとも考えられるのである。つまり、彼女が意味するところは「夫よ、神の

如き方よ、いかに貴方が神の如き方であっても、貴方はそんなに頑張っていて

は、足元を掬われますよ、直ぐにギリシア人に殺されてしまいますよ」という

くらいのニュアンスを読み取ることは、決して無理なこととは思われない。ギ

リシアの叙事詩においては、ローマの叙事詩と同様に、単語の配列は長短短の

6歩格を保っためにかなり自由であるのが一般的である。しかし、この場面に

おける単語の配列を考える時、ギリシア語原文の中に以上のようなニュアンス
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を読み取ることは、決して的外れとは言えないと思われるのである。

アンドロマケーは、要するに夫ヘクトールに対して、出陣を見合わせること

を懇願する。彼女はまず、自分の父エーエティオーンがギリシアのアキレウス

の手に掛かり殺されたことを述べ、また彼女の7人の兄弟もまたアキレウスの

手により同じ田に殺害されたと言う。そして母は捕虜となったが莫大な身代金

を払って取り戻されたことや、その母も死を遂げたことを話す。そして今と

なってはヘクトールは一人で彼女の父であり兄弟であり母であるのだから、ぜ

ひ出陣を取りやめるように懇請するのである。その様子は次のように措かれる。

dAA'針目伽の血御用αα70が〝毎レ'必打pW,

両m硲'dp¢αレ(凡∂リβ触gX触りレTeγUレα加α.

Åα∂〃∂α萌のリ方α〆わyeリ,みβα〟丘スバ托α

軸βαT毎あて汀視相応α目方軸qpoレ万歳TOTE蝕09.

御帽γ軸増γ'言えβ∂ン花gg携lp如αレβ'of(わ`m`435

1葎αd,Ⅵ1431-435.(下線は筆者)

(さあ、どうぞ今は憐れみなさい、またここ、城壁に留まりなさい、子供

を孤児にしないために、また妻を未亡人にしないために。で、人員をイチ

ジクの木の傍に配置しなさい、そこはとりわけ城が容易に登れる地点だし、

また城壁が容易に攻略できるところだから7。三度そこを(ギリシア軍の)

精鋭達が攻略を試みたことがあった。)

アンドロマケーは、ヘクトールが子供を孤児にせず自分を未亡人にしないた

めに、出陣を止めるように懇願する。そして軍の指揮はこの城壁の上から執る

ように請い願う。この部分におけるアンドロマケーの言葉遣いは注目に値する。

7このイチジクの木のところが最もトロイアの城を攻め易いことは、『イリアス』

第5巻433行でも歌われている。またパインリッヒ・シュリーマンがトロイアを発

掘する際にも、目印としたものであった。Cf.村田数之亮『ギリシア英雄伝説を

掘る』(沈黙の世界史3新潮社1969年)17亘。
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ここで彼女は夫である、トロイアの勇将ヘクトールに対して命令形を用いてい

る。つまり、夫に対して出陣を見合わせるように懇願するのだが、それは命令

形によって表現されているのである。まず彼女は「さあ、憐れめ」のα∽eと

命じる。次ぎには「留まれ」!頑ル[e]という。そして、かなり唐突に「人員を

配置せよ」Åα玩ノぶトの巧のルと命じるのである。ヘクトールは言うまでもなく、

トロイア第一の武将である。その彼がトロイアの危機の時に、出陣しないなど

ということは、ありえないことである。アンドロマケーも冷静になって考えれ

ば、そのことに気づくはずである。しかし、興奮し我を忘れている彼女はそん

なことには気づかない。彼女は甚だしく利己的な嘆願をしている。その嘆願は

利己的であり、また同時に子供じみているとも言えよう。トロイアという国の

ことは忘れ、己の家族のみを心配し不安に懐いている、そのような姿がこの場

面におけるアンドロマケーの姿なのである。勇将である夫に対して、軍事上の

指図さえしているのである。冷静に考えれば、この一点においてさえ、アンド

ロマケーは僧越の語りを免れえない。いかに興奮状態にあるとは言え、その差

し出がましさには驚かざるを得ないのである。

彼女の命令形の使用をどう考えたらよいであろうか。ヘクトールはトロイア

第一の武勇に優れたる指揮官である。その勇将に対して命令する、などという

ことは普通では考えられない。しかし、この場面においては、アンドロマケー

が夫に対して命令形を使うことが不自然ではないような文脈をホメロスは作っ

ていると思われるのである。アンドロマケーは、第一に、現在トロイア不利の

戦況を聞き、悲嘆にくれ涙を流し気の狂ったようになっていた。この点は見逃

してはならない。この理由だけでも、アンドロマケーが夫に対して、詰問調で

夫に懇願するのを容赦するに十分な理由となりえるであろう。更に、既に明ら

かにされているように、彼女はへ-ラーにも比すべき「白い腕をもっ」女性で

あり、良家の子女であった。キリキア人の寛大な王エーエティオーンの娘であ

り、その彼女は「豊かな持参金を持って」嫁して来たのであった。このような

アンドロマケーが、トロイアの危機存亡の時に臨み、夫ヘクトールに対し、対



32『イリアス』第6巻におけるヘクトールとアンドロマケーの別れの場面について

等かそれ以上の口を利いたとしても、なんら不都合は無い様に思われるのであ

る。そのような文脈をホメロスは作り上げていると言えるのである。

では引き続いて、そのようなアンドロマケ一に対するヘクトールの態度を検

証することにしたい。まず気づくことは、彼の優しさである。いかに我を忘れ

ているとはいえ、軍事にまで口をさし挟もうとするアンドロマケ一に対して、

ヘクトールは、軍事のことは自分に任せておけ、と一撃のもとに退けることも

可能であった。しかし、彼は決してそのような言葉遣いはしない。アンドロマ

ケ一に対する応対を見てみよう。

Tカレ∂'α7g御0虚e刀苫〟丘γα花qPUβα00gt′E/cmβ.

"斉花αよねoJ感∂ど7感レⅦ〟鉛e`,γ血α`.釦Å虎〟dA'α短軸

αおき叩α乙Tβゐαg〟αJTβ少がα9g加的痛感oUg,

α托e花α片∂gdgリ∂叫ル釦UαC(i払)方0Å軸0g0.

oJ∂豆〟とβ叩∂ゞあの搾り,打ど紬丘β0リ海〟eレαゐβA軸

440

刃αd,Ⅵ,440-444.(下線は筆者)

(彼女に今度は話かけるのだ、偉大な、輝く兜のヘクトールは。「確かに、

私もまた、それら全てのことが気にかかっているのだよ、妻よ。ただ、私

はひどく、トロイア人や裳すそを引くトロイアの婦人達に対して恥かしい

と思うよ、もしも、臆病者のように戦いから逃れたりしたら。それに、と

ても、そんな気持ちにはなれないよ、勇敢であることを学んだ私として

は。」)

開口一番、男の仕事に女は口をだすな、と命ずるようなことをヘクトールは

決してしない。そのようにしても、良かったはずであるし、また最終的には、

そのような言葉を口にするのであるが、それはあくまで二人の対話の最後の最

後の話である。彼はまず「私もまた、それら全てが気にかかっていたのだよ」

と喋り始める。そして、特に「私もまた」〟αごみoZという表現に注目しなけれ

ばならない。「私もまた」という表現の裏側には、「お前もまた、それらのこと

が気になっていたのかい、私もまたそれら全てが気になっていたよ」という含
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意がある。ここには「お前も戦いのことが気にかかっていたんだね」という優

しい患いやりが感じられる。そしてヘクトールが出陣しないなどということは

問題外のことであるが、それを伝える彼の口調はあくまでも優しさに溢れてい

る。0∂髭〃どβ～小松あ呵即「(戦場から)逃れる、という気持ちにはなれないの

だよ」という表現にも、妻に対する心遣いがひしひしと伝わってくるのである。

そのように考えれば、ヘクトールの台詞の導入部である440行目もまた違っ

た含意を含んでいると理解することが出来るように思われるのである。!J毎昭

は普通には「偉大な」を意味する単語で、当然ヘクトールを修飾している。し

かし、また同時にこれは、子供に対する大人という意味にもなり得るのである。

そして佗叫)むβαZoA0gは「輝く兜の」という意味を表す形容詞で、ヘクトール

を修飾するエビテトンとも考えられる。この行は、表面的には、「彼女に今度

は話かけるのだ、偉大な、輝く兜のヘクトールは」という意味であろうが、同

時にまた異なる含意を含んでいることに注意しなければならない。つまり、こ

の表現は、「ヘクトールは、大人であったので、まるで子供に対するように

(優しく)語りかけ、また武勇に優れたる勇将であったので、アンドロマケー

の指図など、歯牙にもかけず拒否できたのであるが、そうはしなかったのだ」

というニュアンスをもっている表現と理解することが可能と思われるのである。

この部分は、全体的にそのような理解を可能にするような表現となっているこ

とを見過ごしてはならない。こうしたホメロスの表現の中に、興奮状態にある

妻アンドロマケ一に対して、あくまでも優しさを失わないヘクトールの姿が浮

かび上がって来るのである。

妻アンドロマケーを宥める中で、ヘクトールは次のような言葉を語る。それ

は余りにも有名な3行である。

e∂γ軸～γゐ76∂eoおα片α地軸血α尺α片α由伽〝血.

gα庇和と海αpdであ方OT'∂えゐ袖'′Iお0細

片αJIわα〝0〟αJαむ軸〝ど最のIb`軸0(0.

1Jlαd,Ⅵ,447-449.
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(私はこのことを、心でも頑でもよく知っているのだ。いつか聖なるイー

リオスも、プリアモスも、またとねりこの槍を使うプリアモスの民も、滅

びる日が来ることを。)

この3行は、違う文脈ではあるが、ギリシア側のアガメムノンが、『イリア

ス』第4巻(163-165行)において口にする台詞とまったく同じものである。

また、カルタゴを滅ぼしたローマのスキピオ・アフリカーヌスが、焼け落ちる

カルタゴを眺めながら、患い起こしていたのは、この3行であった8。この3

行には、ある種の格調の高さが伺われる。しかし、このヘクトールの言葉が語

られるのは、アンドロマケーを宥めようとしている文脈においてである。ヘク

トールは、トロイアも滅びるのだよ、と宥めている場面で、語られる表現なの

である。格調の高さが強調されがちなのは理解できるが、寧ろ、耽々とした雰

囲気でヘクトールが喋る言葉として受け止める方がよい、と患われるのである。

(そして、後述するが、ドライデンは、この3行をまさに格調高く訳している

のである。)

ヘクトールの優しさはアンドロマケ一にだけ向けられているのではない。ア

ンドロマケ一巻宥めたヘクトールは、乳母が抱いている息子スカマンドリオス

を眼にする。この息子は、「都市の守護者」を意味するアステユアナクスとい

う別名でも呼ばれている。ふと、この息子に眼を留めたヘクトールは、患わず

子供の方に手を伸ばす。その場面は、次のようである。

(対∂'J7通行7秒∂〟鋸方0レゐ箇レ00鬱β呵ゞ

玩近婚両軸仰坊郡叩面河胤0ひ鋤けTUがeね,

石αββぴαgXα短ンTe発舶わン伝の0ズα珂リ,

ゐル∂ン血'd仰07虎γ聡斤軸U80gレeわ0ymレ0カmg.

〝∂'痺αのど方αて軸Tだが0〟α方てレα〝毎W.

470

8ThomasKercheverArnold,ed.,HomerbIliad(London:Rivingtons,1873)

190n参照。



『イリアス』第6巻におけるヘクトールとアンドロマケーの別れの場面について35

αJ感応'ゐ∂仰α由ゞ几軸Uβ'eaem如Z∂`〝0g'ノE片mp,

尺α碕レ〟レ〝α元的片eリガが0リ万α〝如少のロαリ.

〟五αd,Ⅵ,467-473.(下線は筆者)

(後ろへと、子供はしっかりと帯を締めた乳母の胸へ泣きながら身を反ら

せた、愛情溢れる父の姿に怯え、真鈴の(兜と)馬毛の飾りが兜の頂きか

ら揺れているのに怖気づいてのことである。愛情溢れる父はそれを見て声

を立てて笑ったが、また高貴な母もそうした。即座に、誉れも高いヘク

トールは頭から兜を脱いだ。そして眩く輝くその兜を地面に置いた。)

ホメロスはここでも、愛情深い父親というヘクトール像を壊さないように描

いている。468行目では、「子供は愛情溢れる父親の姿に驚いて」方α御∂ゞ

¢ZAの萌短と書いてあり、次行では続けてその姿が詳しく説明されている。つ

まり、その恐れた姿とは、「真楡の(兜と)馬毛の飾りが兜の頂きから揺れて

いる」父の姿なのである。厳密には、子供は父親に怯えたのではない。些細な

点のように見えるが、この違いは大きいのである。そして、次には父親の恐ろ

しい姿に怯えた子供の様子を見た「愛情溢れる父は、声を立てて笑い、そして

高貴な母も笑った」のである。このような夫婦の姿にも、何かおおらかな、ほ

のぼのとしたものが感じられるのである。この箇所について見れば、日本語訳

の中には、父を形容する「愛情溢れる」という単語を訳さないものも見られる。

例えば、岩波文庫新版の『イリアス』訳はこの単語を訳してはいない9。また

EugeneLasserreに拠るフランス語訳も同様に訳出してはいない10。その理由

は恐らくは、この単語を単純にエビテトンとしてのみ機能していると考えるか

らであろう。しかし、この劃0gという単語は実質的な意味を持っていると考

える方が寧ろ合理的であるように患われるのである。

「愛情溢れる」父親は子供が怯えているのを見ると、「直ぐに」兜を脱ぐ。接

9松平千秋訳『イリアス』(岩波文庫1992年)上巻205頁。

10EugeneLasserre,tr.,Homere:Lmade(GFTFlammarion,1965)120.
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続詞も何もなく、この「直ぐに」という意味を表すαか玩[α]が、次行の一番

最初に置かれている。このことは、行為が瞬時に行われたことを表している。

いかに素早くヘクトールが兜を脱いだかということを示していると言えるであ

ろう。この単語が行の最初に置かれることによって、ヘクトールの行為の素早

さが強調されているのである。そして、それは言うまでもなく、愛情故の行為

なのである。このようなヘクトールは、実に患い遣りと愛情に溢れる勇士であ

ると言わざるを得ないのである。

こうして、スカイア門のところで、妻と出会ったヘクトールはアンドロマ

ケーを慰めた後に、会話の最後の最後においてはじめて、「戦いは男たちに、

取り分け自分に任せておきなさい」と言うのである。その様は以下のようであ

る。

dAA'5ゐ0永0レわがの由α'α璃わⅥ〝軸舘,490

抽レ丁'和α虎dT埠レ花,〟αJd〃少とmうAo`α片鉛とUE

印70リgm如けβα`.方∂Å印昭ざあ軸脚勘仏柚汎

刀虎α,〝d九mα∂海oZ,TOJ'IAZ甲gγ搾γ虎αα少."

1葎αd,Ⅵ,490-493.(下線は筆者)

(家に戻って、貴方自身の仕事に励みなさい、機を織ること紡ぐことをし

なさい。また侍女達を仕事に精を出すように励ましなさい。戦いは全ての

男の、イーリオスに生まれた者の、仕事だが、取り分け私の仕事なのだか

ら。)

ヘクトールはアンドロマケーとの会話の最後の最後になって、戦いは男の仕

事だ、取り分け自分に任せておけ、と語る。ここには、彼自身の責任と自負心

が表白されている。もとより、ヘクトールは何よりも武人として優れているが、

そのことは、言うまでもない前提となっている。ホメロスは、ヘクトールとア

ンドロマケーの別れの場面において、武人としての側面は殆ど描いてはいない。

むしろ強調されるのは、ヘクトールの優しさや思い遣りである。この点は記憶
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されるべきことのように恩われる。

屋敷に帰り仕事に励むようにヘクトールに諭されて、アンドロマケーはとぼ

とぼと歩いて屋敷へと帰る。その様は次のようである。

‥.dA0ズ0g∂主¢Z旬0玩∂リゐβeβ和己`

gレ御0微雨ね扉明,βα印∂リ花αT虎∂血pUXOUぴα.

α毎α∂'g征`β'錠αリE∂軸0略記此隙地肌耶

t′E即0β0gあ軸0始リ00,朋ズ希のm∂'み∂0仇方OAス和

み¢`方∂スoUS,域のレ∂豆γ0レ刀滋叩びレみ軸0とり.

α毎屋レぎ現れ)∂リγ∂0リ'′E花TqPαのン0荻の.

495

500

JJiαd,Ⅵ,495-500.(下線は筆者)

(愛しい妻は、何度も振り返りながら、さめざめと泣きながら、家へと歩

いた。直ぐに見事な構えの、兵どもの殺し手ヘクトールの屋敷に着いた。

屋敷では多くの侍女と会ったが、彼女達の間に嘆きの声を掻き立てた。彼

女達は末だ生きているヘクトールを彼の屋敷の内で悼んだ。)

ヘクトールとアンドロマケーの別れの場面を通して、アンドロマケーは常に

涙を溢れさせ嘆いている。スカイア門から屋敷に戻る時とて、同様である。彼

女はたびたび振り返りながら泣いているのである。しかも、さめざめと

βαス印∂リ泣いているのである。

この『イリアス』第6巻のヘクトールとアンドロマケーの別れの場面におけ

るアンドロマケーの像は、次のように言うことができるであろう。彼女はトロ

イア不利の戦況を聞き、気も動転し狂ったようになっている。そして、トロイ

アの、また夫の将来を悲観して涙にくれているのである。そして、スカイア門

において、偶々夫を見出した時、彼に駆け寄り、出陣しないでくれ、と懇願す

る。その懇願はトロイアを取り巻く現下の情勢を考慮すれば、極めて自己中心

的な、また子供じみた懇願であると言わざるをえないのである。そして、第6

巻を通して、このようなアンドロマケー像に変化はない。そのような人物とし

てアンドロマケーは措かれていると言うことが出来るであろう。
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また一方、彼女の夫ヘクトールは、トロイア王プリアモスの子供であり勇猛

をもって鳴る武将である。その勇将という彼の一面は前提となっており、とり

たてて言及がなされるわけではない。寧ろ強調されるのは、彼の妻や息子に対

する思い遣りと優しさである。妻の「出陣しないでください」という理不尽な、

しかし切実な、要求にも、彼は実に優しさ溢れる言葉遣いで応答するのである。

そして対話の最後には、しかし言うべきことをしっかりと言うのである。また

未だ幼い我が子に対する態度にも、優しさが溢れている。第6巻におけるヘク

トールは、勇猛果敢な武将というよりも、優しい一人の夫であり父なのである。

ホメロスはこのような人物としてヘクトールを描いているのである。エラスム

スがこの場面の賞賛していることは既に述べたが、このようなホメロスの技巧

を考えてみる時、それも当然のことであると言えよう。

ジョン・ドライデンは1699年10月に書かれたと推定される、チャールズ・

モンクギュp(CharlesMontague,1stEarlofHalifax,1661-1717)宛て

の手紙の中で、進行中のホメロス翻訳に触れて、ホメロスの方がウェルギリウ

スよりも自分の才能に合っている、と書いている。日く、`Mythoughtsat

presentarefixdonHomer:AndbymytranslationofthefirstIliad;I

findhimaPoetmoreaccordingtomyGeniusthanVirgil'.11このホメロ

スとは、後に1700年に出版される『古今説話集』飽わJesA紹C由がα乃d肋dem

に収録されることになる、『イリアス』第1巻の翻訳を意味している。ドライ

デンは同じ趣旨のことをFねblesのPrefaceにおいても記しているが12、ドラ

11CharlesE.Ward,ed.,TheLettersqfJDhnDryden(DukeUniversityPress,
1942)121.

12JamesKinsley,ed.,ThePoemsqfJ)hnDryden,VOl.4(0Ⅹford:Clarendon

Press,1958)1448.
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イデンがホメロスに接近するのは、晩年になってのことである。ドライデンの

興味は、全生涯を通じて寧ろウェルギリウスのようなラテン詩人に向けられて

おり、ホメロス訳に手を染めるのは、人生の晩年に至った1690年代以降のこ

とであった。

そのような事情もあって、ドライデンのホメロス訳はわずか2編を数えるに

過ぎない。その2編のうち、他の1篇が『イリアス』第6巻の「へククーとア

ンドロマケーの別れの場面」の翻訳なのである。このホメロス訳は、彼がジェ

イコブ・トンソン(JacobTonson,C1656-1736)が出版していた『雑詠集』

Misce11anyPoemsの第3集Emmenfbeticum(1693)の為に提供したもの

であった。(この場合Examenとは"aPoeticSwarmofBees"を意味し、

収められた作品は、色々な源から集められた「蜂蜜」であることを暗示してい

る13。)

そして、丘加椚e乃Pberic祝刑の序文において、ドライデンはホメロスの特質

を論じて、ホメロスを少し逐語訳過ぎる程に訳した、という趣旨のことを述べ

ている14。しかし、ドライデンの英訳が本人の言うような翻訳になっているか

どうかはまた別の問題である。以下、ドライデンの訳はどのようなものである

か、それを検討したい。結論を先取りして言えば、ドライデンに「逐語訳」と

いう意識があったにせよ、以下に見るように、現代の感覚からすれば、ドライ

デンの翻訳は到底逐語訳と言えるようなものではない。そして、またヘクトー

ルとアンドロマケーの像も、微妙に原典とは違うものとなっている。ホメロス

のヘクトールとアンドロマケーはドライデンにおいては、どのように措かれて

いるであろうか。ドライデンにおいて、問題のへククーとアンドロマケーの別

れの場面は、次のように始まる。

13A.B.Chambers&WilliamFrost,eds"TheWorks〆johnDryden,VOl.4
(UniversityofCaliforniaPress,1974)696.

14771e1470rksqfJbhnDryden,VOl.4,373."IhaveTranslated,perhapstoo

literally.
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Thushavingsaid,brave月bctorwenttosee

HisVirtuousWife,thefairAndromache.

Hefoundhernotathome;forshewasgone

(AttendedbyherMaidandlnfantSon,)

ToclimbthesteepyTow'rofIlion:

FromwhencewithheavyHeartshemightsurvey

ThebloodybusinessofthedreadfulDay.

liermournfulEyesshecastaroundthePlain,

AndsoughttheLordofherDesiresinvain15

Dryden,1-9.(下線は筆者)

(このように言って、勇敢なへククーは彼の有徳の妻、麗しいアンドロマ

ケ一に逢いに帰った。彼は屋敷に妻を見出せなかった。というのも、彼女

は(乳母と幼い子供に伴なわれて)イリオンの高い塔に登っていたからだ。

そこから彼女は重い心で恐ろしい一日の戦いの帰趨を眺めるのだった。哀

しみの溢れる眼を戦場に向け、そして彼女の望みの殿を無益にも探すので

あった。)

ホメロスの原典においては、ヘクトールは自分の「見事な構えの」屋敷に

戻ってくるのだが、そのような屋敷の豪華さはドライデンにおいては、まった

く閑却されている。上に掲げた引用のうち、後半の4行には、直接的に対応す

る部分は原典にはない。そして最後の行「彼女の希望の殿を探したが、無駄

だった」というのは、原典にはなく、全くドライデンによる追加である。ドラ

イデンは、このように、全般的には、paraphrase的な翻訳をしながらも、時

には原典にはなくとも、独自の判断で加筆を行っていることが判るのである。

そして翻訳の傾向として、上の引用からも判るように、形容詞が多用され、叙

述が平明で解説的であることに気づく。

15ドライデンからの引用は、A.B.Chambers&WilliamFrost,eds.,77te酌)rks

qfbhnDryden,VOl.4(UniversityofCaliforniaPress,1974)に拠る。
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ドライデンの翻訳は、このホメロス訳に限らず、概して原典の奥行きを捨象

し全てを明らかにするような訳文になることが多い。ここにおいても、アンド

ロマケーは最初から、heavyHeart(沈んだ心)を持ち、眼は憂いに沈んでい

るmournfulEyesのである。原典において、人物の行動やそぶりで示される

内的な心理は、ドライデンにおいては明示的に示されることが多いが、ここで

もそうである。ホメロスにおいては、アンドロマケーは、トロイア側の不利を

聞き、狼狽し涙にくれていた。しかし、ドライデンにおいては、アンドロマ

ケーは、単に「沈んだ心を持ち」「憂いに沈んだ眼」をしている女性である。

原典に見られるような、狼狽し涙にくれているアンドロマケー像とは、かなり

異なる像になっていることが、既に看叡できるのである。

この部分は、23貢において引用した原典に対応する部分である。形式的に

はドライデンは原典のダクテユリコス・へクサメトロス(長短短の6歩格)を、

アイアンビック・ペンタミター(弱強調5歩格)、所言胃英雄2行連句で訳して

いることに気づくが、この韻律はドライデンが以前に古典詩の翻訳において、

度々用いているから、なんら驚くにはあたらない。また、翻訳の様式であるが、

これも、以前の翻訳を知る読者にとっては、予想の範囲内であると言うことが

出来る。

ドライデンは、基本的に翻訳を3種類に分類して考えていたことはよく知ら

れている。その考えを1680年に出版した0Uidb耳痺融おに付けた序文の中で

明らかにしている16。要点を手短に言えば、彼は3種類の翻訳を考えていた。パ

ラフレーズparaphrase,メタフレーズmetaphrase,それに模倣imitationの

3種である。paraPhraseは原典に忠実な逐語的な翻訳であり、metaphrase

は、原典を翻訳者は視野の中に留めながらも、より自由に訳す様式のことであ

る。模倣とは、原典からインスピレーションを受けつつ、原典には拘らずに独

自の世界を作り上げるやり方のことである。(t模倣'は現代では翻訳とは言え

16W.P.Ker,ed"EssaysqfhhnDryden(OUP)vol.2,235.
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ないかもしれないが、ドライデンは翻訳の一種と考えていたのである。)そし

て、このホメロス翻訳においても、ドライデンはホメロスの逐語訳的な翻訳に

はあまり拘泥してはいないことは明らかである。(後で見るように、部分的に

原典を正確に訳している部分もあるが、そのような部分は極めて少ない。)

ドライデンの翻訳における興味の一部は、原典への忠実さよりも、より巧み

な英語表現に傾いているとも言える。それは、例えば次のような部分にも見て

取れるのである。へククーは侍女に、アンドロマケーは何処へ行ったかと尋ね

る。侍女は、アンドロマケーはトロイ側が苦戦していると聞いて、物見の櫓へ

出かけた、乳母が子供を抱いて後に従っている、と応える。その部分を次のよ

うに訳している。

TheretosurveytheLaboursoftheField;

WheretheGreeksconquer,andtheTrqjansyield.

Swiftlyshepass'd,withFearandFurywild,

TheNursewentlaggingafterwiththeChild.

Dryden,22.25(下線は筆者)

(そこで、戦場の成り行きを概観したが、ギリシア軍が圧倒し、そしてト

ロイ側は敗走していた。素早く彼女は馬区けて行ったが、恐怖と狂乱に襲わ

れており、乳母が子供を連れて、その後を追っていた。)

引用の2行目の「ギリシア軍が圧倒する一方でトロイ側が敗走している」と

いう部分は原典にはなく、ドライデンの付加である。この行には、ドライデン

の関心の一部が表れている。それは、行中での対照的な表現である。(このよ

うな表現の様式は、ポープの訳にも認められるものであるが、その点について

は後で触れる。)また3行目においてはwithFearandFurywildとアンドロ

マケーの様子が描写されている。この部分は原典の押∂の仇Z襟〟Up叩血符に対

応する部分とも考えられなくはない。しかし、むしろドライデンの関心は頭韻

alliterationという定型的な表現によって、翻訳にある種の堅牢さを与えたい、
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という希望に発しているように思われるのである。とすれば、ここでも原典へ

の忠実さよりも英語表現への興味が優先していると言えそうである。

ドライデンが措くアンドロマケー像は、次第に原典とは異なって来ている。

アンドロマケーは、戦況を悲観し、また狼狽し涙にくれている、という一面は

初めから等閑視されていた。そしてドライデンが強調するのはアンドロマケー

の高貴さや情愛の深さである。そうした一面は、次の引用によく現れている。

Hepass'dthrougheveryStreet,bywhichhecame,

AndattheGatehemetthemournfulDame.

HisWifebeheldhim,andwitheagerpace,30

FlewtohisArms,tOmeetadearEmbrace:

HisWife,WhobroughtinDow'rCilicia'sCrown;

And,inherself,agreaterDow'ralone:

Aetion'sHeyr,WhoontheWoodyPlain‥.

Dryden,28-34(下線は筆者)

(彼は自分が通って来たあらゆる通りを過ぎて、そして門のところで哀し

みに沈む夫人に出会った。彼の妻は彼に気づいた、そして息を切らせて彼

の腕に飛び込み、いとおしい抱擁にあう。彼の妻は、持参金としてキリキ

アの王冠を持ってきたが、彼女一人がより大きな持参金なのである。樹木

茂る平野を統べるエエティオンの相続人であった=…・)

スカイア門において、へクターは妻アンドロマケーと出会い、抱擁される。

その様はtomeetadearEmbraceと苦かれている。これは原文にはない。原

文においては、二人は単に出会うだけである。ドライデンにおいては、アンド

ロマケーは「暖かい抱擁」に合うのである。そしてまた、ドライデン的な特徴

は、アンドロマケーその人の描写の中に見られる。原文においては、アンドロ

マケーは「多くの持参金をもって嫁いできた」とされていた。それがドライデ

ンにおいては、アンドロマケーはキリキア人の王冠を持参金として嫁いで来た

者であるが、また同時にinherself,agreaterDow'ralone「彼女自身が、よ
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り大きな持参金である」とされているのであった。つまり、どれほど持参金と

しての金品が多かろうと、より大きな持参金がアンドロマケーその人それ白身

なのだ、と言うのである。持参金の話はドライデンにおいては、また別の話に

なっている。この変更によって、アンドロマケーの高貴さが強調されているの

である。この点は見過ごしてはならない。ドライデンは少しだけ変更している。

そしてその変更に伴なって全体が変質している。この変質の中に、ドライデン

的な特徴が現れていると言えよう。そのような変質がもっとも顕著に現れてい

るのが、次の引用であろう。原文においては、アンドロマケーがへククーに、

出陣しないように詰め寄る場面である。

HectorbeheldhimwithasilentSmile,

HistenderWifestoodweepingby,thewhile

Prestinherown,hisWarlikehandshetook,

Thensigh'd,andthusPropheticallyspoke.

ThydauntlessHeart(whichlforeseetoolate,)

ToodaringMan,Wi11urgetheetothyFate:

Nordostthoupity,WithaParent'smind,

45

50

ThishelplessOrphanwhomthouleav'stbehind;

Norme,th'unhappyPartnerofthyBed;

WhomustinTriumphbytheGreeksbeled:

TheyseekthyLife;andinunequalFight,

WithmanywilloppressthysingleMight:

Dryden,44-55.(下線は筆者)

(へククーは子供を静かな微笑みで眺め、彼の優しき妻はその間、傍らに

涙を流しながら立っていた。自らの手の中に、夫の勇壮無比な手をとり、

それから、ため息をっいて、以下のように預言者の如くに語った。貴方の

恐れ知らずの豪胆が、(それを私は予見していましたが遅過ぎました)、あ

まりにも勇壮な方よ、貴方を貴方の運命へと急がせるでしょう。また、貴

方は親の心で、この不幸な子供も哀れんでは下さらない、この子を貴方は

後に残して行くでしょう。また私をも、貴方とベッドを共にするする私を
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も[哀れんでは下さらない]。私はギリシア人によって凱旋の式に引き立

てられるでしょう。彼らは貴方の命を狙っています。そして、形勢不利な

中で、多勢に無勢で、貴方を打ち倒すでしょう。)

へククーの手は「勇壮無比な」warlikeと形容されている。これは原文には

ない。原文では前提となっていたヘクトールの武勇は、さり気なく、しかし明

確に、読者に印象付けられる。そして、アンドロマケーの言葉の中には、原文

に見られるような夫を詰るような調子は見られない。語間するような、また子

供じみた調子はない。アンドロマケーは、優しい妻tenderWifeとされてい

る。これは、既に措かれている姿(2行目virtuousWife)とも整合している。

そして彼女は冷静な、文字通り預言者のような姿として、措かれている。彼女

は預言するかのように(prophetically)、喋る。そして、その通りに、彼女の

言葉には預言者の言葉のような調子が感じられる。彼女は夫に対して、自分と

子供をおいて出陣しないようにと懇願するというよりも、むしろ将来を予言す

るような姿勢が感じられるのである。ここにはホメロスの原文とは、決定的な

違いがあるのである。

アンドロマケー像については、ホメロスの原文とドライデン訳については、

以下のように言うことが出来るであろう。原文において、トロイアが滅亡の危

機にあるという知らせをアンドロマケーが聞いた時、アンドロマケーの心は乱

れ、彼女は涙を流し我を忘れたようになっていた。そのような女性として、描

かれていた。しかし、ドライデンでは、このような姿はむしろ等閑視されてい

る。代わりに、さり気なく印象づけられるのは、アンドロマケーの高貴さ・上

品さである。そして、ある種の達観である。そのような達観のうえで語る預言

者のようなアンドロマケーの姿である。ホメロスにおけるアンドロマケーはこ

のような変質を被っているのである。

では、ドライデンにおいては、ヘクトールはどのように変えられているだろ

うか、次にそれを検証したい。原文においてホメロスが、スカイア門の物見の

櫓のところにおいてアンドロマケーから涙の嘆願をされたヘクトールを、妻を
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優しく労わり愛情溢れる思いやりを見せる夫として、描いたことは既に指摘し

た。ではその部分に対応する箇所をドライデンはどのように翻訳したであろう

か。以下は、その部分のドライデン版である。

Thatandtherestareinmydailycare;

Butshou'dIshuntheDangersoftheWar,

Withscornthe77danswou'drewardmypains,

AndtheirproudLadieswiththeirsweepingTrairlS.105

TheGrecianSwordsandLancesIcanbear:

ButlossofHonourismyonlyFear.

ShallHector,borntoWar,hisBirth-rightyield,

BeliehisCouTageandforsaketheField?

Dryden,102-109.(下線は筆者)

(そのことも、他のことも、私は日々配慮を欠かしてはいない。しかし、

もしも私が危険ゆえに戦場を放棄すれば、トロイ人達は、私の労苦に軽蔑

で応えてくれるだろうし、また、裳すそを引く誇り高いトロイの女達も同

様だろう。ギリシア軍の剣や槍には耐えることが出来る。しかし、名誉を

失うことだけが、私の恐れなのだ。へクターは、戦う為に生まれたのだか

ら、生得の権利を放棄し、勇気を偽り、戦場を放棄などしようか?)

大筋においてドライデンは、原文に忠実である。ただ一つ、忠実でない一行

がある。それは、下線部107行である。ここでへククーは、自分は名誉を失う

ことを唯一恐れている、という。ホメロスの原典においては、ヘクトールが勇

猛無比な武人であることは、作中では描かれてはいないが、当然の前提となっ

ていた。そして、ヘクトールはアンドロマケーを宥めるにあたり、言事々と諭し

ている雰囲気があった。名誉の問題をも口にする。しかしドライデンにおいて

は、名誉は異なる様相を呈している。ドライデンにおいて、へククーが「しか

し、名誉を失うことだけが、私の恐れなのだ」という部分に注目したい。原文

においても、名誉という言葉は言及されている。ドライデンにおいては、名誉
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とはへククー自身の名誉に関わる問題であった。しかし、原文においてはそう

ではない。

原文の当該の箇所は、「父の大きな名誉を、そして私自身の(名誉を)勝ち

得るべく、(戦うように……)」という程のことを意味していた。原文において

は、名誉とはまずヘクトールの父プリアモスの名誉を意味する。そして、付け

足しとしてヘクトール自身の名誉が言及されるのである。しかし、ドライデン

においては、父プリアモスの名誉はまったく無視されており、へクタ一個人の

名誉のみが問題視されている。この点に、ドライデンの意図が読み取れるので

ある。ドライデンは、ヘククーを勇壮な武人として位置付けたいのである。こ

れはホメロスにおいては前提とされていた一面であるが、この点をドライデン

は殊更、持ち出して来るのである。

ドライデンの翻訳の傾向は、一般に格調高い調子の英語を使うことを好むこ

とである。そのような傾向は、トロイが陥落することを知っている、とへク

ターが言う場面にも窺うことが出来る。へククーの以下の言葉のことである。

Andyetmymindforebodes,Withsurepresage,

That77TOyShaHperishbytheGrecianRage.

ThefatalDaydrawson,WhenImustfall;

AndUniversalRuinecoverall.

Dryden,114-117(下線は筆者)

(そして、私の心は、確かな予感で知らせるのだ、トロイがギリシアの怒

りの前に滅亡することを。運命の日が近づいている、その時には私は倒れ

ねばならぬ。そして滅亡が遍く全てを覆うのだ。)

トロイの滅亡をドライデンが格調高く描こうとしていることは、言うまでも

ない。(スキピオ・アフリカーヌスが、焼け落ちるカルタゴを見て、ホメロス

の3行を思い起こしたことは、既に指摘した。)最後の行、`AndUniversal

Ruinecoverall'からは、Popeの『愚人列伝』TheDunciad第4部の最後
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の行を連想するであろう。ポープは『愚人列伝』の最後において、この愚鈍の

帝国を飾る言葉として、`AndUniversalDarkenessburiesAll'と書いた17。

Twickenham版の編者であるJamesSutherland氏は指摘していないが、

ポープがドライデンよりインスピレーションを得ていることは明らかである。

文体の格調ということはドライデンが考えていたことの一つである。

ホメロスにおいては、ヘクトールはアンドロマケーを宥めた後で、乳母が子

供を連れていることに気づく。子供を抱こうと手を伸ばすと、子供はヘクトー

ルの厳しい姿に怯えて乳母の方に身を反らせる。それを見てヘクトールとアン

ドロマケーは声をたてて笑う。そしてヘクトールは素早く兜を脱ぎ、子供を愛

撫する。その場面は、ドライデンでは次のようになっている。この場面の描写

にも、ドライデンの意図を読み取ることができそうである。

ThefearfulInfanctturn'dhisIleadaway;

AndonhisNurse'sNeckreclininglay,

HisunknownFathershunningwithaffright,

Andlookingbackonsouncouthasight:

DauntedtoseeaFacewithSteedo'reTSpread,

AndhishighPlume,thatnoddedo'rehisHead.

HisSireandMothersmil'dwithsilentJoy;

AndHectorhasten'dtorelievehisBoy;

Dismiss'dhisburnish'dHelm,thatshoneafar,

(ThePrideofWarriours,andthePompofWar)

145

150

Dryden,144-153.(下線は筆者)

(怯えた子供は頑を後ろに反らした。そして乳母の首に抱きついたが、恐

怖で見知らぬ父を避けんがため、であった。そして奇怪な姿を振り返って

見た。鉄の兜を頑に着け、羽飾りが高く頭の上で揺れている姿に懐いてい

17JamesSutherland,ed.,ThePoemsQfAlexander～e,VOl.4(Methuen,The

TwickenhamEdition,1943)409.
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た。彼の父と母はそれを見て、沈黙の喜びをもって微笑んだ。そしてへク

クーは急いで彼の息子を恐れから解いた。遠くまで輝き光る兜を放した。

(それは武人の誉れであり、戦いの栄光であったが。))

正確に言えば、ホメロスの原文においては、息子のアステユアナクスが恐れ

るのは父の姿であった。恐れたのは、恐ろしい鎧や兜を着けた父の姿であり、

父ヘクトールその人にではなかった。しかし、ドライデン訳で注目されること

は、息子が「見知らぬ父親」HisunknownFatherに怯えていることであ名。

息子が「見知らぬ父親」とはどういう意味であろうか。(ここでは、「鎧や兜に

身を包んでいたので、息子のアステユナクスは、へククーを父とは認めること

が出来なかった」という解釈はとらない。)それは一つには、へクターが戦い

にかまけて、家庭のことを等閑に付しているためかもしれない、という思いを

おこさせるに十分である。へククーの心は、妻や息子よりも寧ろ戦争の方に向

けられている。それも無理からぬことではあるが、原文において、ヘクトール

の優しさが強調されていることと比較すると、相違点は顕著である。

また、子供が怯える姿を見た二人は、原文では声をたてて笑うのであるが、

ドライデンではそうではない。二人は静かに微笑むだけである。ドライデンに

おいては、勇猛なる武人とその妻は、子供の怯える姿を見て、声を出して笑う

などというはしたない真似はしないのである。ここでも、ドライデンの意図は

明らかである。ドライデンはへククーをまず何よりも、冷静で同時に高貴な武

人として措き、同様にアンドロマケーも、そのような夫に相応しい妻として、

描こうとしていることが推察できるのである。そしてこのようなドライデンの

傾向は、引用の最後の言葉(ThePrideofWarriours,andthePompof

War)「武人の誉れであり、戦いの栄光」という言葉において、顕著になるの

である。この一行は原文にはない。ドライデンの創造であり追加である。ここ

でドライデンは、兜こそは武人の誉れであり、戦いの栄光である、と述べてい

る。このような原文にはない追加によって、へククーの武人としての一面が強
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調される結果になっている、と言えるだろう。

そのようなドライデンの翻訳における姿勢を、象徴的に明らかにしているの

が以下の場面である。へククーはアンドロマケーを慰め、そして屋敷に帰って

侍女達を励まし家事に精を出しなさい、と諭す。そして、戦いは男達に任せて

おきなさい、と言う。その場面はドライデンでは、以下のようになっている。

Return,andtodivertthythoughtsathome,

TheretaskthyMaids,andexercisetheLoom,

Employ'dinWorksthatWomankindbecome.

TheToilsofWar,andFeatsofChivalry

BelongtoMen,andmostofalltome.

Dryden,183-187.(下線は筆者)

(帰りなさい、そして屋敷で気を紛らせなさい。侍女達を監督し、機を織

りなさい。女性に相応しい仕事に精を出しなさい。戦争の遂行、そして騎

士道の勲功は男に、そして取り分け私に、属することだから。)

大体は原文に忠実に訳されていると言えよう。しかし、見過ごすことが出来

ないのは、下線部である。この下線部はドライデンの追加であり、原文にはな

い。ここでドライデンは、Chivalry騎士道という言葉を持ち出している。こ

の言葉は、言うまでもなく、騎士道や騎士道精神を意味する。0風Dを参照す

るまでもなく、主に中世において使われ始めた言葉である。この言葉を狭義に

解釈すれば、トロイア戦争当時には、このようなChivalryは存在しないが故

に、完全なアナクロニズムであると言えよう。ドライデンは要するに、戦いを、

中世の騎士道精神に則ったもので、勝利すれば限りない誉がもたらされるもの

として、描こうとしていると言うことが出来るのである。ドライデンは、へク

クーについて、まるで中世の騎士のような、名誉を第一に考える武人として、

人物造形を図っているのである。ヘクターが戦うのは、まるで中世の騎士の戦

いであるようである。このような追加にドライデンの翻訳の特徴が象徴的に現
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れていると、言えるであろう。ドライデンのへククー像はChivalryという言

葉に極まっていると言えるのである。

さてアンドロマケー像については、先に、原文に措かれているような、気も

動転し涙にくれて狼狽している姿が、ドライデンの翻訳ではかなり感情的に抑

制され沈着で冷静な姿に変わっていることを指摘した。その姿は最後に至るま

で変わってはいない。屋敷に戻る場面はドライデンでは次のように訳されてい

る。

HislovelyconsorttoherHousereturn'd:

Andlookingoftenbackinsilencemourn'd:

Homethenshecame,hersecretWoeshevents,

AndfillsthePalacewithherloudLaments:

190

ThoseloudLamentsherecchoingMaidsrestore,

AndIlector,yetalive,aSdeaddeplore.

Dryden,190-195.(下線は筆者)

(彼の愛しい配偶者は彼女の屋敷へ戻る。度々見返りながら、静かに嘆い

た。屋敷に着いた時はじめて、彼女は秘密の胸の嘆きを漏らした。そして

彼女の大きな悲しみの声で屋敷を満たした。大きな嘆き声を侍女たちも返

し、まだ生きているへククーを、既に亡き者として深く悼んだ。)

アンドロマケーはへククーに諭されて、屋敷に戻る。ホメロスにおいては、

アンドロマケーは涙を流しつつ何度もヘクトールを見返していた。しかもさ

めざめと泣いて蝕Å印∂ノ凡α由∂d叫相承剃刀いたのであ争。当然、声に出

して泣いていたであろう。ところが、ドライデンにおいては、アンドロマケー

は嘆いてはいるが、あくまで「静かに」慨嘆しているのである。そして、屋

敷に戻り初めて嘆きを、いわば爆発させるのである。帰宅するまでは必死に

悲しみに耐え、屋敷に戻った時、初めて大きな声で悲嘆を吐露するのである。

そこに、必死に悲しみに耐えている健気な女性という像が浮かび上がるので

ある。
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ドライデンは1677年にシェイクスピアの『トロイラスとクレシダ』Th元九は

α乃dCl℃SSidαをもとに、同名の芝居を書いた。この芝居はトロイ戦争を背景

に、トロイラスとクレシダを軸に展開する。そしてアエネアスやへククーと

いったトロイ側の武将も登場する。アンドロマケーも姿を現すのであるが、第

二幕第一場における彼女の次のような台詞は注目に値する。トロイの柱へク

クーがもしも倒れたら、トロイもまた滅亡するのだ、と心配する者達の間に

あって、発言を促されたアンドロマケーは、健気にもIwouldbeworthyto

beHector'swifeというのである。「私は(勇敢な)へクターに値する妻であ

りたい」と言うのである。この言葉には、彼女の心情が吐露されていると言え

よう18。

ドライデンの翻訳において、纏めていえば、へクターとアンドロマケーは次

のような人物として措かれていると言えるであろう。へクターはまず何よりも、

武人である。その面がとりわけ強調されている。そして、彼はまるで中世の騎

士のようである。騎士道精神に則って戦いに赴く武人である。またアンドロマ

ケーも、ホメロスにおけるように泣き崩れ狼狽し、子供じみた願いを夫にする

ような女性ではない。雄雄しい夫に相応しくありたいと願い、自己を律する女

性でもある。このような姿の夫婦として、描かれており、原文とは全然違う像

となっていると言えるのである。ヘクトールとアンドロマケー像はドライデン

訳においてそのような変化を被っている、と言えるだろう。

アレクサンダー・ポープの詩集の決定版といもいうべきTwickenham

Editionにおいて、第7巻から第10巻を占めるホメロス翻訳の4巻を担当し

18MontagueSummers,ed.,D丹den,theDramaticWorks,VOl.5(NewYork:

GordianPress,1968)46.
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たメイナード・マック(MaynardMack)氏は、『イリアス』翻訳の序文を、

ポープがホメロスを訳し出版した事情は度々論じられてきたので、ここでは概

説するまでもないだろう、という言葉ではじめている(TwickenhamEd.

Vol.7,p.XXXV)。その言葉の通り、ポープのホメロス翻訳に関する諸々の事

情は、識者が度々論じたところであるので、そちらに譲ることにしたい19。

ポープのホメロスの出版にまつわる事情は、それ自体考察の興味深い対象で

あるが、ここでは論じない。当面の我々の興味は、ポープ訳の特徴の幾っかを

検討することである。そのために、まず「へククーとアンドロマケーの別れの

場面」において、へククーが屋敷に戻る場面の描写からはじめたい。その場面

は次のようになっている。

Athomehesoughther,buthesoughtinvain;

She,WithoneMaidofallherMenialTrain,

Hadthenceretir'd;andwithhersecondJoy,

TheyoungAs抄anax,theHopeofTroy.

PensiveshestoodonIlionbTow'ryheight,

465

BeheldtheWar,andsicken'dattheSight;20

Pope,VI,464-469.(下線は筆者)

(屋敷でへクターはアンドロマケーを探したが、しかし無駄だった。彼女

は、全ての侍女達のうちで、一人を連れて、そこから出かけていたからだ。

そして彼女の第2の喜び、トロイの希望、若きアステユアナクスと、イリ

オスの塔の高みに立って物思いに沈んでおり、戦場を概観し、その光景に

19ポープのホメロス翻訳に関する事情については、ジョンソン博士の「ポープ伝」

や、OwenRuffhead,771eL的dP坤e(1769.),J.W.Courthope,L的qf鋤e,

(EIwinandCourthopeEdition),GeorgeSherburn,77LeEarlyCareerd

Alexander貝坤e(0Ⅹford:ClarendonPress,1934)などを参照。

20『イリアス』からの引用は、AlexanderPope,ThelbemsdAlexander者坤e,

vol.7,ed.MaynardMack(London:Methuen,TheTwickenhamEdition,

1967)に拠る。
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気分を悪くしていた。)

ポープが用いた韻律は、ドライデン同様に弱強調5歩格iambic

pentameterである。しかしながら、趣はかなり異なる。例えば、ポープは召

使達のことをMenialTrainと書いているが、ドライデンのMaidと比較すれ

ば、その狙いが判ろうというものである。ポープの狙いの一つに、まず格調の

高さがあると思われる。高い物見の櫓もポープではTow'ryHeight(櫓の高

み)と訳されている。このように具体的な表現から抽象的な表現への変更とい

うことも、ポープ訳の一つの特徴であろう。ポープはこのような言い回しを好

むようである。

また、子供であるアステユアナクスは「若きアステユアナクス、トロイの希

望」と表現されている。この表現は「彼女の第2の喜び」と同格であり、補足

的に付加されているが、原文にはない。(この点については、後で触れるが、

ここでは原文にはないことだけを指摘しておきたい。)

ドライデンの翻訳はドライデンの評言とは裏腹に、原文の逐語訳的な忠実さ

には、あまり注意を払ってはいなかった。同様にポープもまた、大筋において

原文を逐語訳しようとしているのではなさそうである。彼の関心は、むしろ英

語表現の彫塚にあるように見える。ドライデンの評言を借りて言えば、原文を

視野の中におさめながらも、かなり自由に原文を展開させることに関心は向け

られている、と言えそうである。そのような例として、次の一節を挙げること

ができよう。アンドロマケーが、物見の櫓の上で、戦況を概観し嘆く場面は、

ポープでは次のようになっている。

ToIlionbsteepyTow'rshebenther・Way,480

TomarktheFortunesofthedoubtfulDay.

Troyfled,Sheheard,beforetheGrecianSword;

Sheheard,andtrembledforherabsentLord:

DistractedwithSurprize,Sheseem'dtofly,

Fearonhercheek,andSorrowinherEye. 485
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TheNurseattendedwithherInfantBoy,

TheyoungAs秒anax,theHopeofTroy.

Pope,Vl,480-488.(下線は筆者)

(イリオンの高い塔に彼女は道をとったが、目下の戦いの帰趨を探るため

であった。彼女は聞いた、ギリシア軍の刃の前にトロイ軍は敗走している

と。彼女は聞いて、夫の姿を見出せなくて震えた。驚いて落胆し、逃げ去

りたく思われたが、頬には恐怖を浮かべ眼には悲しみを湛えていた。乳母

が彼女の幼ない子供、トロイの希望、若きアステユアナクスと共に、彼女

に付き添っていた。)

`Troyfled,Sheheard,beforetheGrecianSword'「彼女は聞いた、ギリ

シア軍の刃の前にトロイ軍は敗走していると」の部分は、恐らくはドライデン

の訳に-`WheretheGreeksconquer,andtheTrojansyield'ギリシア軍

が圧倒し、そしてトロイ側は敗走していた-に依拠していると言ってよい

であろう。ここにはポープが詩的と考えることの意識が表れていると言えそう

である。一行の中で、ドライデンにおいては単純にGreeksとTrojansが対比

的に描かれていた。ポープにおいては、Troy側とGrecianSwordが対比さ

れている。同じく対比的な表現ではあるが、ドライデンほど単純ではないとこ

ろに、ポープ的な特徴を見ることができると言えよう。

また、`Fearonhercheek,andSorrowinherEye'「頬には恐怖を浮か

べ眼には悲しみを湛えていた」という部分にも、同様に、一行の中の対比的な

表現を見ることができる。このような表現は、後の"AnEpistletoDr

Arbuthnot"「ァーバスノット博士への書簡」(1735年)の中の三文作家の描

写を思いださせる。すなわち`Fireineacheye,andpapersineachhand'

「眼は血なまこになり、手には(詩を書き記した)紙を手にして」という表現

である21。このような行の中における対比的な表現は、ポープの考える詩的な

21AlexanderPope,TheWorksqfAlexander月坤e,VOl.4(London:Brown,

1847)324.
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彫塚ということの一面を明らかにしていると思われるのである。

そして、上記の引用の最後の行も見過ごすことは出来ない。この行は、「ト

ロイの希望」theHopeofTroyという追加の部分を除けば、原文と穏やかに

ではあれ、対応しているのである。しかし、この一行はすでに、以前に使われ

ていた。(53頁のポープからの引用参照。)ホメロスが、ダクテユリコス・へ

クサメトロス(長短短調6歩格)を駆使するにあたり、度々同じような表現を

使い回ししたことが知られている22。ホメロスにおいては、同じような文脈に

おいては、全く同じ言い回しが用いられることは珍しくはない。「ヘクトール

とアンドロマケーの別れの場面」だけ見ても、その繰り返し表現に気づくので

ある。例えば、ヘクトールが屋敷に戻るところを措写した一行、α卸α∂'g聡`β'

玩αレど∂軸OUgeJyαは感0レmg(370行)は、実は、アンドロマケーがヘクトー

ルと分かれて屋敷に戻る497行目とまったく同じ表現となっている。また、ヘ

クトールが、いっかはトロイアも滅亡するのだ、という思いに耽る447行から

449行に至る3行は、またアガメムノンが既に、第4巻(163-165行)にお

いて口にした言葉と同じであったことは、既に指摘した。そして、一行全く同

じではないにしても、部分的な繰り返しもまた眼につくのである。部分的な同

一表現は、主に行の中の5番目6番目のフット(foot)に認められることが多

い。そのような例の一つとして、涙を流すアンドロマケーが挙げられよう。彼

女は涙を流している∂軸pリズOUαα(405行)が、これは496行目においても

繰り返されている。

この様に、同一の表現を使い回しすることが、ホメロスの特徴の一つである

が、ポープもまた、その精神に則って、同じことをしていることが判るのであ

る。アステユアナクスを「若きアステユアナクス、トロイの希望」と形容した

表現の繰り返しについては指摘した。このようなところにも、ホメロス的な特

22このあたりの事情は小者ながら、高津春繁『ギリシアの詩』(岩波新書)に詳し

い。特に「叙事詩の技巧」41-70頁参照。
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徴が保存されていると言うことは可能であろうと患われる。

ポープはドライデン同様に、弱強調の5歩格iambicpentameterを用いて

いるが、同一性はそこまでであって、結果としての翻訳はかなり違ったものに

なっている。二人の相違点は、アンドロマケーがへククーに出陣をしないよう

に嘆願する場面において、最も大きな違いを窺うことが出来そうである。原文

においては、アンドロマケーは泣き崩れんばかりの様相で、夫に子供じみた、

また身勝手な、言葉を投げかけていた場面である。ポープ訳では以下のようで

ある。

SilenttheWarriorsmil'd,andplease'dresign'd

TotenderPassionsallhismightyMind:

HisbeauteousPrincesscastamournfulLook,

HungonhisIiand,andthendejectedspoke;

HerBosomlabour'dwithabodingSight,

AndthebigTearstoodtremblinginherEye.

ToodaringPrince!Ahwhitherdostthourun?

AhtooforgetfulofthyWifeandSon!

Andthink'stthounothowwretchedwesha11be,

AWidowI,andhelplessOrphanHe!

505

510

ForsuresuchCourageLengthofLifedenies,

Andthoumustfall,thyVirtue'ssacrifice.515

Pope,VI,504-515.(下線部は筆者)

(静かに、戦士は微笑んだ、そして全ての雄雄しい心から優しい心に身を

任せた。彼の美しい王妃は哀しげな視線を投げかけたが、彼の手をとって、

そしてそれから落胆して話した。彼女の胸は不吉なため息に苛まれており、

そして大きな涙が彼女の瞳には震えていた。「大胆過ぎる殿よ、ああ何処

へ貴方は行くのですか?ああ、貴方の妻も子供もお忘れになって。貴方

は我々がどうなるかは、お考えにならないのです。未亡人に、私はなるの

ですよ、可愛そうな孤児に、彼はなるのですよ!というのも、そんな蛮

勇では長生きはできません。貴方は滅びるに違いありません、貴方の力の
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犠牲となって。)

ここでドライデンの翻訳との顕著な違いを窺うことが出来る。ドライデンに

おいては、アンドロマケーは、まるで預言者のように語った(Prophetically

spoke)のであった。あたかも、へクタpが殺され、トロイが滅びるのを耐え

忍んでゆこうとするかの如き諦観をもって、喋っているようであった。ドライ

デンにおいては、アンドロマケーはそのような姿で描かれていた。ところが、

ポープにあっては、「落胆して話した」dejectedspokeのであった。そして、

話す内容も、当然ながらかなり違う印象を与えている。ポープにおいては、ド

ライデンに見られるような諦観はない。寧ろ、あるのは、ある種の訴えの性急

さである。アンドロマケーは短刀直入に「何処へゆくのですか?」と訊ねる。

そして、自分や子供のことを夫が忘れている、とへクターを責める。この辺り

の性急さは原文を思わせる。そしてアンドロマケーは、大胆過ぎることが却っ

て命取りになるのだ、と述べる。へクターが死ぬと、自分は未亡人になり、子

供は孤児になる`AWidowI,anhelplessOrphanHe!'と嘆くのだが、表現

自体の中にアンドロマケーの、性急さ、迫り来る死への恐怖、そして同時に我

が億さが表現されている。未亡人に私はなる、と言うのだが、AWidowとい

う単語が行の最初に置かれており、如何にも我が健な言葉の雰囲気が活写され

ていると言えるであろう。また、へククーの蛮勇では長生きは出来ない、とい

う意味のことを言うが、「死は貴方のような力自慢が支払うべき犠牲だ」とい

うようなニュアンスを含んでいる。その点にも、夫に対する不人情な姿勢が看

取できるのである。このようなアンドロマケーは、まことにホメロスの原文の

アンドロマケー像に近いと言えよう。

このようなアンドロマケーは、上の引用の部分だけに留まるものではない。

次のような箇所にもまた同様なアンドロマケーを見ることが出来るのである。

アンドロマケーは、へクタ一に出陣を患い留まるように迫る。アンドロマケ一

にとって、父母をアキレウスに殺され、また兄弟をも殺された今となっては、
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夫へククーは、父であり母であり兄弟であり、夫であるのだ。だからへククー

を失うことは全てを失うことだ。だから戦場に赴くことは思い留まってくださ

い、とアンドロマケーは涙ながらに訴えるのである。その様子はポープでは以

下のようになっている。

ThyWife,thyInfant,inthydangershare:

OhproveaHusband'sandaFather'sCare!

ThatQuartermosttheskillfulGneksannoy,

Whereyon'wildFig-TreesjointheWallofTroy:

Thou,fromthisTow'rdefendth'importantPost;.

ThriceourboldFoesthefierceAttackhavegiv'n,

OrledbyHopes,OrdictatedfromHeav'n.

LetothersintheFieldtheirArmsemploy,

ButstaymyHectorhere,andguardhisTroy.

550

Pope,VI,548-552;556-559.(下線は筆者)

(貴方の妻、貴方の幼い子供にとって、貴方の危険は、同様に危険なので

す。ああ、夫の、また父親のすべき配慮を示してください。あそこを、戦

に巧みなギリシア人達が攻めています、あの野生のイチジクの木がトロイ

の城壁と接している所です。貴方はこの櫓の上から大切な場所を守りなさ

い。……三度、我らの勇敢な敵側は、果敢な戦いを仕掛けました。他の者

たちには、戦場で武器を揮わせなさい、でも私のへククーはここに留まり

なさい、そしてここでトロイを守りなさい。)

ここでもまた、ドライデン訳とは異なり、原文に対する忠実さが現れている。

ホメロスにおいては、イチジクの木の場所をギリシア軍が攻めたのは過去にお

いて3回であった。ポープはそれを忠実に訳している。しかし、ドライデンは

`AndthitheralltheirPow'rsaredailybent'「そしてあそこに、日々彼ら

の全勢力が向けられている。」(93行)と訳していることを見れば、ポープと

の違いは明らかとなる。また、アンドロマケーは「他の者たちには、戦場で武

器を揮わせなさい、でも私のへククーはここに留まりなさい、そしてここでト
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ロイを守りなさい」、とへククーに迫っている。彼女は要するに、トロイの他

の兵士達を戦場に出陣させ、自分の夫であるへククーは城内に留まりトロイを

守れ、と言うのである。このような身勝手さは、原文のもつアンドロマケーの

子供じみた利己的さをよく反映する表現となっていると言えよう。つまり、

ポープの訳を仔細に探ってみれば、ホメロス的な特徴が忠実に訳されている部

分があることが判って来るのである。この点は記憶されてよいであろう。

原文に対する忠実さという時に、色々な忠実さが考えられるが、ここでは忠

実さという時、まず原文に対する言語上の忠実さと理解することにしたい。つ

まり、最も基本的な意味において、ホメロスの用いた言語を忠実に再現してい

る点に注目したいのである。その意味の忠実さがポープにはあることを指摘し

たいのである。そのような傾向を窺い知る例として、次の例が挙げられる。

ポープの志向している特徴を比較的に明瞭に見ることができる例である。

TheBabeclungcryingtohisNurse'sBreast,

Scar'datthedazlingHelm,andnoddingCrest.

WithsecretPleasureeachfondParentsmil'd,

AndHectorhastedtorelievehisChild,

Theglitt'ringTerrorsfromhisBrowsunbound, 600

Andplac'dthebeamingHelmetontheGround.

Pope,VI,596-601.(下線は筆者)

(子供は乳母の胸に抱きついたが、恐ろしい兜と、その揺れる羽飾りに怯

えてのことであった。心の内で密かに喜んで、それぞれの、子供を愛する

親は微笑んだ。そしてへククーは急いで子供の(恐れを)解いてやった。

彼の豆的)ら輝く脅威を脱ぎ、光輝く兜を地上に置いたのだ。)

ここでは、「輝く脅威」という格調の高い言葉が使われていることに注意し

なければならない。叙事詩的な格調ということは、ポープが常に意識していた

ことであった。そして、この表現はまた、「具体の代わりの抽象」abstract

forconcreteという範疇のものである。このような言葉の使用は、ポープにお
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いては特徴的なことである。この点は留意すべき点の一つである。さらに、子

供が怯えるのは、ドライデンにあっては、へククーその人に対してであること

は、既に見たとおりである。ポープは、この点では原文に忠実である。子供の

アステユアナクスは「恐ろしい兜と、その揺れる羽飾り」に怯えているので

あって、決してへクタ一に怯えるのではない。またここでは、怯えて泣き乳母

に抱きっく子供を見て、へククーとアンドロマケーは、「静かに微笑む」ので

あるが、この点ではドライデンと共に原文から逸脱している。原文では、二人

は声をあげて笑うのであった。

しかし、この点は必ずしも、ポープもまた原文から逸脱しているというよう

な単純な話ではなさそうである。それは次のような事実があるからである。ホ

メロスの翻訳は、16世紀の後半に、まずジョージ・チャップマンGeorge

Chapmanに拠ってなされた。彼は、まず『イリアス』を翻訳した23。それは

1598年から分冊形式で発表され最終的に完結したのは1611年のことであっ

た。また『オデュッセイア』翻訳も同様の形式で公表され、完結したのは

1615年であった。(チャップマンのホメロス訳は、ジョン・キーツJohnKeats

(1795r1821)がチャップマン訳の賞賛のソネット"OnFirstLookinginto

Chapman'sHomer"を書く契機になったことは、既に述べた通りである。)

さて、そのチャップマン翻訳において問題の箇所は、`Laughteraffected

hisgreatSire'と訳されている24。チャップマンにおいては、妻アンドロマ

ケーは無視されているが、それはここでは問題とはしない。チャップマン訳に

おいて、へククーは怯える子供を見て、微笑むのではなく笑うことに注意すれ

ば十分である。チャップマン訳はイギリスにおけるホメロス訳の晴夫とされる

が、そのチャップマン訳においてへククーがこのように描かれているというこ

とに注目しておきたい。

23GeorgeChapman,Ch郎manbHomer,theIliad(PrincetonUniversityPress,

Bo11ingenSeries,ⅩLI,1998),lntroduction参照。

24Chapmanl50.
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しかし、チャップマンにみられるような翻訳の姿勢は、その後、イギリスに

おいて変わってくるようだ。17世紀の後半に、ドライデンの直前にホメロス

を翻訳した一人に、哲学者のトマス・ホップス(ThomasHobbes,1588-

1679)がいるが、彼の翻訳では、既にドライデン的な志向性が窺われるのであ

る。つまり、問題の箇所はホップスでは次のように訳されている。

AndwhenhethushadsaidhisArmshespread

Thechildtotake,Whoterrifi'dthereby,

AndunacquaintedwithaglitteringCrest

AndHorsesMaynthatnoddingatithung,

Turn'dhisfacecryingtonursesBreast,

Andwithhislittlearmsclosetoherclung.

WhichmadehisFatherandhisMothersmile.25

(そして、彼がこのように言って、子供を抱こうと、

腕を伸ばした時に、子供は怯えた。

そして、輝く羽飾りや、そこで揺れている

馬の毛には、馴染みがなかったので、

泣きながら乳母の胸の方へと顔を背けた。

そして彼の小さな腕で乳母に抱きっいた。

そのことが彼の父と彼の母を微笑ませた。)

ホップス訳では、以上のように、「子供が怯えるのを見たことが父と母を微

笑ませた」となっている。子供が怯えるのを見て、声に出して笑うことが、こ

の時期には、既に感覚的に好ましくない趣味として受け取られていることが判

るのである。このような「声をたてないで微笑む」ということへの志向は、

ホップスあたりに始まっているのである。そしてドライデンにも引き継がれて

25ThomasHobbes,77LeIliadsandOdyssesdHomer(AMS,1979,reprintof

the2ndeditionprintedin1677forW.Crook)94.なお、ホップスの『イリ

アッド』の初版は1674年。英語訳に行数は記入されていない。
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いることは、言う必要はないであろう。ポープもまた、声を出さないで微笑む

ように訳したが、17世紀のホメロス翻訳の文脈においてポープの『イリアス』

を眺めてみる時、このような趣向は、ただ一人ポープの趣味ではなく寧ろ時代

の趣味であったと言うことが出来るように患われるのである。

叙事詩的な格調への志向と、細部への意外な忠実さは、最後まで変わること

はない。へクタ一に諭されたアンドロマケーは屋敷へ戻る。その場面において

も、このような二つの特徴を認めることが出来る。ドライデンは、アンドロマ

ケーを哀しみに耐える女として描いた。彼女は帰宅する途中、必死に涙をこら

えながら歩むのであった。その場面は、ポープでは次のようである。

HisPrincesspartswithaprophetickSigh,640

Unwi11ingparts,andoft'revertsherEye

Thatstream'datev'ryLook:then,mOVingslow,

SoughtherownPalace,andindulg'dherWoe.

There,WhileherTearsdeplor'dtheGodlikeMan,

Thro'allherTrainthesoftInfectionran,645

ThepiousMaidstheirmingledSorrowsshed,

AndmournthelivingHector,aSthedead.

Pope,Vl,640-647.(下線は筆者)

(彼の王妃は予言的なため息をついて、後ろ髪を引かれる思いで、別かれ

て去ったが、度々見返る毎に涙を流した。それから、ゆっくりと歩きなが

ら屋敷を目指し、悲しみに浸った。そこで、彼女の涙が神々しい男を悼む

問に、哀しみは侍女達の問を伝わり、敬神厚い彼女らはその複雑な哀しみ

の涙を流し、まだ生きているへクターを亡き者として、悼んだ。)

ポープにおいては、アンドロマケーは、「見返る毎に涙を流す」のである。

ドライデン訳との違いは歴然としている。原典への意外な忠実さが認められる

のである。同時にへクターは「神のごとき男」theGodlikeManとされてい

る。また屋敷の召使達は「敬神厚い侍女達」thePiousMaidsと形容されてい
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る。叙事詩的な格調への志向は、最後まで貫徹しているのである。

以上に見たように、ポープの翻訳における志向として、主に二つの点を指摘

することが出来る。一つは、ポープが英語を用いて翻訳するにあたり、格調高

い表現を志向していることである。もう一つは、細部における原文への忠実さ

である。原文に対する忠実さという場合、忠実さとは何か、という問題が生じ

る。「原文に忠実」といっても、事は単純ではない。『イリアス』は長短短6歩

格で語られ、全体では1万5千行を越える大作である。それが織り成す局面は

実に多様であることは、言うを侯たない。小さくは、単語のレベルから大きく

は全体の構想やその展開にまで及ぶ。それらの局面を全て勘案すれば、忠実と

いう問題は複雑な大問題であることは容易に想像される。

しかし、単語の最も基本的な使用法に焦点を絞って考えれば、忠実さの問題

も、難しいながらもやや取り扱い易い問題と恩えて来る。一般的には、ポープ

訳は表面上の華麗さ故にホメロス的ではない、とされて来た。例えば、当代

きっての古典学者であったRichardBentley(1662-1742)は、ポープのホメ

ロス訳について、「あれは佳い詩ですね、ポープさん、でもあれをホーマーと

呼ぶことは出来ませんね。」`itisaprettypoem,MrPope,butyoumust

notcallitHomer'と述べたことはよく知られている26。しかし、ベントリー

の評言にも拘わらず、仔細に検討してみれば、細部において原文の意図を忠実

に英語に移し変えている、といえる箇所があるのである。ポープ訳は従来の評

価に反して、ホメロスの原文に対して意外に忠実であることが確認できるので

ある。多くの批評家の評言にも拘わらず、ポープ訳には原典に対する、ある種

の忠実さがあることは、これまで見てきたことによって明らかになったと思わ

れるのである。この点は従来はあまり顧みられなかった点であり、記憶されて

よいと思われるのである。

26MaynardMack,AlexanderP坤e,aL的(YaleUP,1985)348.
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古来、ホメロスに魅せられた詩人は多い。1996年にGeorgeSteinerは

AminadavDykamanの助けを借りて、HomerinEnglish%出版した。この

本は文字通り、ジョフリー・チョーサー(1130?-1400)以来、陸続と発表さ

れた幾多の英訳の中から精選収集したものである27。この本は、各時代におい

て、それぞれの詩人が、如何にホメロスを受容してきたか、ホメロスをどのよ

うに理解してきたか、という問題について示唆を与えるものとなっている。

ホメロスを如何に訳すべきか、という問題はあまりにも大きな問題である。

語彙、文体、恩想など考察すべき点は多岐に亙る。「ホーマー翻訳論」``on

TranslatingHomer"で有名なマシュー・アーノルド(MatthewArn01d,

1822-88)はホメロスの特徴を4つに分類し精緻な論を展開しているが28、彼

自身が実践した翻訳は到底成功しているとは言えないことを考えれば、如何に

ホメロスを訳すことが難しい問題であるか、判ろうというものである。

本論文では、多岐に亙る問題点の中から、『イリアス』第6巻のヘクトール

とアンドロマケーの別れの場面において、この二人がどのように描かれている

27GeorgeSteiner,edwithanIntroductionandNotes,WiththeAssistanceof

AminadavDykaman,月bmerinEnglish(PenguinClassics,1996).Steinerは

肋間er乃£曙わざ九をチョーサーの『トロイルスとクリセイデ』から始めている。

チョーサーの『トロイルスとクリセイデ』は直接的にはポッカッチョの〟

j巧わざわⅥわの翻案であって、ホメロスの翻訳ではないが、ポッカッチョ自体がホメ

ロスに依拠していることも、また否定できない事実である。尚、六反田収教授が

『英文学評論』第70集(1998年2月)において、チョーサーの『トロイルスとク

リセイデ』とポッカッチョの〃ダわSれαわに描かれたクリセイデについて論じたこ

とは、記憶に新しいところである。

28MatthewArnold,`OnTranslatingHomer'inTheWorksdM。ttherArnold,

vol.5(Macmillan,1903)153-327.



66『イリアス』第6巻におけるヘクトールとアンドロマケーの別れの場面について

か、という問題に焦点をあて、二人の像がドライデンとポープの英訳において

はどのように英訳されているか、という問題を考案してきた。ホメロスの原典

におけるヘクトールは次のように言えるであろう。彼が勇壮無比な武将である

ことは、間違いないが、そのことはあまり言及されない。むしろ強調されるの

は、彼の優しさや思いやりのこころである。ヘクトールはあくまでも優しい人

物として描かれている。またアンドロマケーは、周章狼狽し我を忘れたような

存在として措かれている。トロイの戦況の不利を聞いて、悲嘆にくれている。

そして、そのような状況で夫ヘクトールに出会い、いささか子供じみた、また

利己的な発言をする。彼女はそのような人物として描かれていると言えるであ

ろう。

このような二人をドライデンは翻訳において改変している。ヘクトールの優

しさは閑却されて、むしろ彼の武将としての一面が強調されている。あくまで

も、彼はトロイの為に戦い名誉を重んじる勇敢な武人である。そして、その彼

が目指すものは`FeatsofChivalry'(騎士道に則る誉れ)なのである。また、

彼の妻アンドロマケーも、そのような夫に相応しい、健気に苦難に耐える夫人

として描かれている。既に指摘したがドライデンの劇『トロイラスとクレシ

ダ』のなかで、アンドロマケーは、`IwouldbeworthyofHector'swife(II,

i)'と言う29。まさにそのような姿に描かれている。ドライデンにおいては、

二人はこのように描かれていると言えよう。

ポープ訳は弱強の5歩格を用いた点ではドライデン訳と共通している。幾分、

内容を18世紀的にしている点でもドライデンと共通性がある。(例えば、

PalaceとかPrinceとか、Courtというような単語を用いている点は、共通性

の一つである。)ポープは、さらにポープ流の彫琢を加えている。多くの修飾

語を加え、全体を荘重な感じに高めている。その中で原典のホメロス的なもの

29MonagueSummers,ed.,♪)hnD丹den,TheDramaticⅥ70rks,VOl.5(New

York:Gordian,1968)46.
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は、失われたと考えられて来た。リチャード・ベントリーが、ポープの翻訳を

ホメロスと呼ぶことはできない、と述べたことは指摘した。その彼の意見にそ

のような見方は代表されると言えよう。

しかし、ベントリーの言葉は、いささか独り歩きしているように思われるの

である。「ポープのホメロスはホメロスではない」と断言するためには、そも

そもホメロスとは何か、ということが厳密に吟味されなければならない。小さ

な点では、語彙、シンタックス、その他の技法、(Hendiadys,Prolepsis,

Chiasmus)、などから大きくは、ホメロスの恩想や、展開の速さ、またその

他の問題がある。それらを検討の上で、総合的に判断されなければならない。

例えば、マシュー・アーノルドは、ポープとクーパーのそれぞれのホメロス訳

を比較し、ポpプの方がクーパーよりも、rapidであるので、ホメロス的であ

る、と述べた30。この様にホメロスの展開がrapidである、という点を主要な

要素と考えれば、逐語訳的なクーパーの訳よりもポープの方がホメロス的であ

ると言うことも可能になるのである。ホメロスをどう考えるかによって、また

評価も変わると言えよう。

ポープの訳は、一般には、ホメロスではない、と言われる。確かに、語彙、

シンククス、技法、また格調の高さ、などから判断すると、ホメロス的ではな

い、という説は首肯せざるを得ないようにも恩われる。しかし、仔細に検討し

てみれば、既に見たように、予想外に原典に忠実であるような細部が存在する

ことが、判るのである。ポープ訳には、やはりホメロスの原典の精神を移し変

えた点があるのである。このようなポープ訳の特徴は、記憶されてよいのでは

ないか、と思う。

以上、『イリアス』第6巻の「ヘクトールとアンドロマケーの別れの場面」

について、基礎的な作業として、まずホメロスの原典を検討・分析し、その特

質を確認した。次に、ドライデンとポープの翻訳を仔細に比較検討し、それぞ

30Arnold166.
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れの翻訳の特徴の一端を指摘した。彼らがそのように翻訳した理由を探ること

もまた重要な問題であるが、ともあれホメロスの原典の特質を考察したうえで、

英訳の伝統を辿りながら、ドライデンそしてポープの翻訳の特質を指摘するこ

とは、またそれ自身の意味を持つものであろうと考える次第である。

(本稿は2002年10月5日十八世紀英文学研究会(於同志社大学)における口頭発表

草案に基づくものである。)


